
明日への架け橋明日への架け橋

議会だより
SHIBAYAMA

  

photo/７月６日 第２回芝山町ボッチャ交流大会/農業者トレーニングセンター

August
2024

No.144

CONTENTS
２　定例会のあらまし

３　注目の補正予算
　　全員協議会

５　議員の賛否

６　活動報告

７　一般質問

　①佐藤 良太 議員
　②大木 浩司 議員
　③八代 正義 議員
　④岩澤 勝則 議員�
　⑤坂井 慶子 議員
　⑥宮原 研吾 議員
　⑦岩内 　章 議員
　⑧岩澤 達弥 議員

16　編集後記 狙いをつけてぇ
〜



芝山議会だより　No.144　R6.8.1－ 2

未来へつなぐ
　　　　橋渡し 

議会だより
Council Report  No.144

令和６年８月1日発行（年４回発行）

６ 月
議 会

第
２
回

芝
山
町
議
会
定
例
会

の
あ
ら
ま
し

　　　　「空港で結ぶ友好都市協定」を締結
奄美市との絆をより深く

　
令
和
６
年
第
２
回
芝
山
町
議
会

定
例
会
は
６
月
11
日
に
招
集
さ
れ
、

６
月
18
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
額
減
税
補
足
給
付
金
、
物
価

高
騰
対
策
給
付
金
、
高
齢
者
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
、
農

業
経
営
発
展
支
援
事
業
補
助
金
等

を
軸
と
し
た
総
額
1
億
２
６
９
６

万
９
０
０
０
円
を
追
加
す
る
令
和

６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
等
の
８
議
案
と
、
繰
越
明

許
費
計
算
書
な
ど
を
含
ん
だ
報
告

６
件
、
追
加
議
案
3
件
が
町
長
か

ら
提
出
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
請
願
の
採
択
に
よ
り
議

員
発
議
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
意

見
書
案
２
件
が
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
（
P
５
）

　
一
般
質
問
に
は
、
８
名
の
議
員

が
登
壇
し
、
活
発
な
議
論
を
展
開

し
ま
し
た
。　
　
　
（
Ｐ
７
～
15
）

　
平
成
26
年
7
月
1
日
、
成
田
国
際
空

港
と
奄
美
空
港
を
結
ぶ
新
規
路
線
と
し

て
、
航
空
会
社
の
バ
ニ
ラ・
エ
ア
（
現

在
は
ピ
ー
チ
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
継

承
）
が
就
航
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に

本
町
か
ら
は
町
長
、
議
会
議
員
を
始
め
、

多
く
の
町
民
が
奄
美
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
翌
平
成
27
年
の
「
芝
山
町
制
施
行
60

周
年
記
念
式
典
」
に
は
、
当
時
の
奄
美

市
長
と
議
長
も
参
加
さ
れ
、
は
に
わ
祭

り
で
は
奄
美
市
の
物
産
販
売
も
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

28
年
か
ら
は
中
学
生
の
自
然
体
験
学
習

が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
交

流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
年
は
10
周
年
の
節
目
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
絆
を
強

固
に
し
、
さ
ら
な
る
交
流
拡
大
の
た
め
、

芝
山
町
、
奄
美
市
の
両
自
治
体
に
お
い

て
「
空
港
で
結
ぶ
友
好
都
市
協
定
」
を

令
和
６
年
7
月
1
日
に
締
結
し
ま
し
た
。

　
締
結
式
は
奄
美
市
で
行
わ
れ
、
麻
生

町
長
、
安
田
奄
美
市
長
を
は
じ
め
、
芝

山
町
議
会
か
ら
は
伊
橋
議
長
、
岩
澤
達

弥
副
議
長
、
坂
井
総
務
常
任
委
員
長
が

出
席
し
、
両
自
治
体
の
さ
ら
な
る
交
流

の
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。
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奄美市用安海岸

▲令和６年７月１日　奄美市役所にて
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（住民税非課税世帯分）

（住民税均等割のみ課税世帯分）

（子ども加算分）

福祉保健課　福祉係　
【社会福祉費】

物価高騰対策給付金
低所得世帯の
負担軽減

定額減税
補足給付金
（調整交付）

高齢者新型コロ
ナワクチン予防
接種

1000万円
2000万円
350万円5500万円 824万円

定額減税しきれないと
見込まれる方への給付

６５歳以上の高齢者並び
に60歳以上65歳未満で、
心臓肝臓呼吸器系に身体障
害者手帳1級相当の障害を
有する方が対象

町民税務課　収税係　
【総務管理費】

福祉保健課　保健衛生係　
【保健衛生費】

　
４
月
22
日

地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定

Q 【
實
川
議
員
】
具
体
的
な
事
業
は

ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

A
６
月
１
日
か
ら
横
芝
光
号
の
乗
降

が
可
能
に
な
り
、
今
後
は
芝
山
ふ

れ
あ
い
バ
ス
の

運
行
ル
ー
ト
の

見
直
し
、
芝
山

あ
い
あ
い
タ
ク

シ
ー
の
町
外
へ

の
拡
充
、
多
古

シ
ャ
ト
ル
と
の

連
携
を
行
い
ま

す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
基
本
計
画
（
概
要
）

Q 【
佐
藤
議
員
】
生
徒
数
の
減
少
に

伴
う
新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
余
力

の
活
用
は
検
討
し
て
い
る
か
。

A
災
害
時
の
利
活
用
を
考
え
て
い
ま

す
。

５
月
15
日

空
家
等
対
策
計
画
の
改
定

　令和６年４月以降に開催された全
員協議会での主な質疑を紹介します。

Q 【
佐
藤
議
員
】
空
家
の
状
態
ご
と

の
ラ
ン
ク
分
け
が
完
了
し
た
が
、

空
家
ア
ン
ケ
ー
ト
と
の
紐
づ
け
は
し
て

い
る
か
。

A
ラ
ン
ク
ご
と
の
対
策
は
必
要
と
思

い
ま
す
が
、
紐
づ
け
は
お
こ
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

Q 【
岩
澤
達
弥
議
員
】
空
家
ア
ン

ケ
ー
ト
で
「
売
り
た
い
」「
貸
し

た
い
」
と
い
う
意
向
が
32
件
あ
る
が
、

町
が
仲
介
で
き
な
い
か
。

A
空
家
バ
ン
ク
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

民
間
活
用
も
考
え
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
の
便
利
手
帳

Q 【
坂
井
議
員
】
暮
ら
し
の
便
利
手

帳
３
０
０
０
部
発
行
の
根
拠
は
。

A
地
区
回
覧
で
の
配
布
部
数
２
２

０
０
～
２
３
０
０
部
を
基
に
算
出

し
ま
し
た
。

防
災
計
画

Q 【
宮
原
議
員
】
災
害
を
想
定
し
た

訓
練
は
し
て
い
る
か
。

A
防
災
計
画
に
役
割
を
記
載
し
て

い
ま
す
が
訓
練
は
出
来
て
い
ま
せ

ん
。

奄
美
市
と
の
友
好
都
市
協
定

Q 【
吉
川
議
員
】
子
供
の
交
流
は
芝

山
町
か
ら
の
修
学
旅
行
だ
け
か
。

奄
美
市
か
ら
は
無
い
の
か
。

▲あいあいタクシーの拡充

の
議会
視点

R全員協議会    eportR

6月議会　
　　注目の補正予算 笑顔のある暮らしを守る
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A
以
前
は
芝
山
中
学
２
年
生
の
自

然
体
験
学
習
も
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
現
行
は
３
年
生
の
修
学
旅
行
を

行
っ
て
い
ま
す
。
奄
美
市
か
ら
は
現
在

あ
り
ま
せ
ん
。

組
織
再
編

Q 【
岩
澤
達
弥
議
員
】
十
数
年
前
に

前
町
長
が
「
課
を
減
ら
せ
ば
意
思

決
定
が
速
く
で
き
る
」
と
い
う
説
明
で

５
課
と
し
た
。
今
回
10
課
に
増
や
せ
ば

遅
く
な
る
の
か
。

A
空
港
機
能
強
化
や
事
業
増
加
、
子

育
て
分
野
の
編
成
が
課
の
増
設

理
由
で
す
。

６
月
５
日

こ
ど
も
教
育

Q 【
小
嶋
議
員
】
こ
ど
も
教
育
課
は

ど
う
い
う
役
割
を
果
た
す
の
か
。

A
子
供
の
DV
被
害
、
虐
待
の
相
談
窓

口
を
設
け
、
責
任
と
権
限
を
町
長

が
持
ち
ま
す
。

Q 【
八
代
議
員
】
臨
時
こ
ど
も
応
援

商
品
券
事
業
８
５
０
万
円
中
、
実

際
に
各
家
庭
に
配
ら
れ
た
金
額
は
。

A
業
務
委
託
費
を
除
い
た
７
９
０
万

円
が
商
品
券
の
換
金
で
す
。

上
水
道
事
業

Q 【
宮
原
議
員
】
指
名
競
争
入
札
の

参
加
数
及
び
、
落
札
価
格
と
予

定
価
格
と
の
差
は
。

A
８
社
が
参
加
し
、
約
90
％
で
落
札

さ
れ
て
い
ま
す
。

Q 【
宮
原
議
員
】
上
水
道
利
用
で
個

人
負
担
が
多
く
て
は
利
用
が
減

る
と
思
う
が
、
幾
ら
ぐ
ら
い
か
。

A
場
所
に
よ
っ
て
金
額
が
変
わ
る
が
、

１
軒
50
万
円
未
満
と
思
わ
れ
る
。

６
月
18
日

消
防
車
購
入

Q 【
岩
内
議
員
】
買
い
替
え
後
の
旧

消
防
車
の
処
分
方
法
は
。

A
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か
け
る
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

中
学
校
ト
イ
レ

Q 【
坂
井
議
員
】
手
洗
い
場
の
変
更

点
は
あ
る
か
。

A
自
動
式
に
変
更
し
ま
す
。

Q 【
岩
澤
達
弥
議
員
】
ト
イ
レ
の
水

の
流
し
方
を
知
ら
な
い
子
供
も
い

る
と
聞
く
が
、
自
動
化
と
は
い
え
水
を

流
す
こ
と
も
教
え
て
は
ど
う
か
。

A
感
染
症
の
観
点
か
ら
触
ら
ず
済

む
方
法
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Q 【
佐
藤
議
員
】
中
学
校
は
避
難
所

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
停
電

で
ト
イ
レ
が
利
用
で
き
な
く
な
る
恐
れ

は
な
い
か
。

A
自
動
化
は
停
電
に
弱
い
で
す
が
、
発

電
機
が
あ
る
の
で
対
応
で
き
ま
す
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

Q 【
大
木
議
員
】
生
ワ
ク
チ
ン
と
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
、
町
の
推
奨
は
ど

ち
ら
か
。

A
生
ワ
ク
チ
ン
は
１
回
接
種
で
60
歳

以
上
は
５
年
間
発
症
予
防
51
・

３
％
。
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
２
回
接
種

で
50
歳
以
上
に
10
年
間
発
症
予
防
89
％
。

任
意
の
予
防
接
種
な
の
で
個
人
の
判
断

に
任
せ
ま
す
。

Q 【
佐
藤
議
員
】
大
学
生
な
ど
18
歳

以
上
の
相
談
は
受
け
ら
れ
な
い
の

か
。A

児
童
相
談
所
が
18
歳
未
満
ま
で

し
か
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
連

携
し
て
い
る
町
も
18
歳
未
満
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

中
学
校
の
飲
用
水

Q 【
岩
澤
勝
則
議
員
】
中
学
校
の
水

道
か
ら
鉄
分
を
含
ん
だ
水
が
出
る

が
、
対
応
は
。

A
生
活
用
水
に
は
問
題
が
な
い
で
す

が
、
飲
用
に
は
あ
ま
り
適
さ
な
い

の
で
生
徒
に
は
水
筒
持
参
や
、
町
か
ら

水
の
提
供
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た

よ
く
使
う
場
所
は
浄
水
器
を
取
り
付
け

て
い
ま
す
。

四
者
協
議
会

Q 【
小
嶋
議
員
】
四
者
協
議
会
で
町

長
か
ら
集
落
分
断
と
い
う
発
言

が
あ
っ
た
と
い
う
事
だ
が
、
協
議
対
象

と
し
て
今
後
も
話
し
合
っ
て
い
く
の
か
。

A
継
続
的
に
協
議
す
る
か
は
回
答

を
も
ら
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
過
去

の
積
み
残
し
問
題
が
あ
る
こ
と
を
提
議

し
た
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
・
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

▲相談から預かりまで総合的な
　子育て支援センター

▲奄美のブーゲンビリア

R全員協議会    eportR
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６月定例会で審議した議案とその結果
なお、表中の「◯」は賛成、「×」は反対、「退」は退席、「欠」は欠席、「除」は除斥、「／」は議決を不要を示し、「－」は議事を進行するため採決に参加していません

議案 
番号

上程された議案・概要・結果 
賛成：○　反対：×　欠席：欠　退席：退

議席
番号 議

会
だ
よ
り

掲
載
ペ
ー
ジ

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑫
⑪
議
長

決議
結果

佐
藤
良
太

吉
川
真
悟

八
代
正
義

宮
原
研
吾

大
木
浩
司

岩
澤
勝
則

岩
内　
章

坂
井
慶
子

實
川
嘉
一

岩
澤
達
弥

小
嶋
秀
樹

伊
橋
寿
夫

専決処分の承認

第１号 町税条例の一部改正の専決処分の承認（個人住民税の定額減税、土地に
係る固定資産税の負担調整措置等を改正内容とするもの）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 町国民健康保険税条例の一部改正の専決処分の承認（国民健康保険税
の課税限度額等を改正内容とするもの）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３号 令和６年度芝山町公共下水道事業会計補正予算（第１号）の専決処分の承
認（支出総額3億5706万6000円とする）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

条例の一部改正

第４号 町課設置条例の一部改正（総務課を総務課と財政課の２課にし、福祉保健
課を福祉課とこども保健課の２課にすることを改正内容とするもの）

可決 
賛(11)・否(0) P4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第５号 町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部改正（放課後児童支援員の資格要件を改正内容とするもの）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第６号 町ひとり親家庭等医療費等の助成に関する条例の一部改正（根拠法令
の引用を加えることを改正内容とするも）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度補正予算

第７号 令和６年度芝山町一般会計補正予算（第１号）（総額66億7696万9000円
とする）

可決 
賛(11)・否(0) P2、3、4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第８号 令和６年度芝山町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）（総額9
億3130万3000円とする）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

報告

第１号
令和５年度芝山町一般会計繰越明許費繰越計算書（令和５年度一般会計に
おいて繰越明許費とした事業（共同利用施設整備事業、物価高騰対給付金
事業等）を越明許費繰越計算書にて報告）

報告のみ（採決なし）

第２号
令和５年度芝山町一般会計事故繰越し繰越計算書（年度内に完了ができな
く事故繰越しとした事業(福祉センター給湯設備等改修事業、共同浄化槽事
業出資金）を事故繰越し繰越計算書にて報告）

第３号
令和５年度芝山町公共下水道事業会計予算繰越計算書(年度内に完了がで
きなく建設改良費繰越とした事業（芝山町公共下水道施設実施設計業務委
託）を繰越計算書にて報告)

第４号
令和５年度芝山町公共下水道事業会計予算事故繰越し計算書(年度内に
完了ができなく事故繰越とした事業(芝山町公共下水道施設実施設計業務
委託)を事故繰越し繰越計算書にて報告）

第５号
令和５年度芝山町公共浄化槽事業会計予算事故繰越し計算書(年度内に完
了ができなく事故繰越とした事業(菱田地区代替地に係る水道工事業務委託
等)を事故繰越し繰越計算書にて報告）

第６号
令和５年度芝山町簡易水道事業会計予算事故繰越し計算書(年度内に完了
ができなく事故繰越とした事業(菱田1025-6地先水道管工事等）を事故繰
越し繰越計算書にて報告）

追加議案（契約の締結）

第１号 物品売買契約の締結（小型動力ポンプ付積載車（水槽付）の購入に伴
い、契約を締結するもの。契約額2623万8890円)

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 物品売買契約の締結（芝山町消防団新基準活動服一式の購入に伴い、
契約を締結するもの。契約額851万6640円)

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３号 工事請負契約の締結（芝山町立芝山中学校校舎・屋内運動場トイレ改修工
事に伴い、契約を締結するもの。契約額1億6829万5600円）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議員発議（請願の採択による発議）
第１号 国における２０２５年度教育予算拡充に関する意見書 可決 

賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書 可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議員の賛否を公開

会派名 人数 
( 人 )

活動費 
( 円 ) 所属議員 主な使途

創芝会
(R5.4.1

～
R6.2.29)

５ 145,800

◎内田白民
(R5.12.16 逝去）
　平山　弘
(R5.10.16 逝去）
◎坂井慶子
　岩内　章
　大木浩司

資料購入費（新
聞購読料等）
事務費（議員
手帳等）

創芝会
(R6.3.1

～
R6.3.31)

５ 10,118

◎坂井慶子
　岩内　章
　大木浩司
　宮原研吾
　八代正義

資料購入費（新
聞購読料等）
事務費（会議
ノート等）

会派名 人数 
( 人 )

活動費 
( 円 ) 所属議員 主な使途

地方自治研究会
(R5.4.1 ～
R6.2.29)

※ R6.2.29 解散
１ 0 ◎伊橋寿夫

清祥会
(R5.4.1～
R6.2.29)

１ 700 ◎小嶋秀樹 事務費（議員手帳）

緑の会
(R5.4.1～
R6.2.29)

３ 198,000
◎戸井沢夫
　岩澤達弥
　岩澤勝則

調査研究費 ( 県外
視察/愛知県飛島村)
資料購入費（新聞
購読料等）
事務費（事務用品等）

会派名 人数 
( 人 )

活動費 
( 円 ) 所属議員 主な使途

緑の会
(R6.3.1～
R6.3.31)

３ 18,000
◎岩澤達弥
　岩澤勝則
　吉川真悟

資料購入費（新
聞購読料等）
事務費（事務用品等）

眞人
(R5.4.1～
R6.2.29)

１ 66,000 ◎實川嘉一

調査研究費（県
外視察 /愛知
県飛島村）
資料購入費（新
聞購読料）

眞人
(R6.3.1～
R6.3.31)

３ 4,100
◎實川嘉一
　伊橋寿夫
　佐藤良太

資料購入費（新
聞購読料）

合計（５会派） − 442,718（◎は会派代表）

「芝山町議会政務活動費の取扱いに関する基準」に基づき、
令和５年度分の政務活動費支出状況をお知らせします。政策提言を研究

【政務活動とは】議員が町の課題や町民の意思を把握した上で、町政に反映させるために行う調査研究活動などで
す。主に、視察や現地調査の旅費、資料購入費などに使われております。芝山町議会では新聞購読料は２紙目を資
料購入費として認めています。

【政務活動費とは】「芝山町議会政務活動費の交付に関する条例」に基づき交付されるものです。芝山町議会では一
人当たり年間72,000円（月額6,000円）を上限に年度末精算方式を採用しており、１年分まとめて会派に支出し
ています。
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議員の総合的政策能力を磨くには

防災に対する議会対応を学ぶ

読まれる議会だよりを目指して

山武郡市議会議長会に大きく貢献

　一般質問の質を磨くため、自治体議会研究所代表
である高沖秀宣氏を講師に招き、議員研修会を開催
しました。研修では、一般質問の心構えや質問前の
十分な調査、政策提案機能などを効率よく発揮する
ためにしておくポイントを押さえ、町執行部から誠
実・明快な回答を得られる方法を学びました。

　山武郡市議会議長会主催の山武郡市議会議員研修会が
開催され、芝山町からは議員12名全員が参加しました。
　災害の発生時に議員がどのように関わるかについて学
び、再認識しました。これからも町の防災計画のチェッ
クなどを行い、安心安全な防災対策に努めてまいります。

　今年３月より新メンバーになり、再スタートを
切った議会だより編集委員会。メンバー一人一人
のスキルを磨くため、議会広報クリニックの研修
に参加しました。研修では、講師である芳野政明
氏から町民との対話が重要であり、議会からの一
方的な情報だけでなく、町民の皆様の声も載せる
べきとのアドバイスを頂きました。今回学んだこ
とをしっかりと取り入れていき、今後の「読まれ
る紙面」づくりに邁進していきます。

　山武郡市議会議長会より、小嶋秀樹議員が前山武郡市議会
議長会長としての功績を称えられ、感謝状が贈られました。

５月 15 日　芝山町議会議員研修会

７月 10 日　第５８回山武郡市議会議員研修会

７月５日　千葉県議会広報研究会

　　　　　　 議会広報クリニック

７月10日　表彰式

活動報告

▲一般質問の極意を学ぶ

▲防災への意識づけを

▲各町村の議会だより編集委員と共に学ぶ

▲表彰状を掲げる小嶋議員
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※６月定例会の傍聴者は28人でした。

①佐藤良太①佐藤良太議員　Ｐ８（27分）議員　Ｐ８（27分）
・保育所でのおむつ・保育所でのおむつ
・保育所での午睡・保育所での午睡

⑤坂井慶子⑤坂井慶子議員　議員　Ｐ12（59分）Ｐ12（59分）
・さらなる観光施策の充実を・さらなる観光施策の充実を

④岩澤勝則④岩澤勝則議員　Ｐ11（32分）議員　Ｐ11（32分）
・ワンストップサービスの進捗は・ワンストップサービスの進捗は
・（仮称）ヒストリーパーク構想は・（仮称）ヒストリーパーク構想は

③八代正義③八代正義議員　Ｐ10（43分）議員　Ｐ10（43分）
・道路問題・道路問題
・町道の付け替え工事や廃道・町道の付け替え工事や廃道
・地域から寄せられた要望書や陳情書・地域から寄せられた要望書や陳情書
・町職員の町内居住者手当支給・町職員の町内居住者手当支給

②大木浩司②大木浩司議員　Ｐ９（44分）議員　Ｐ９（44分）
・空き家対策・空き家対策
・道路問題・道路問題
・ひこうきの丘・ひこうきの丘
・小学校の建て替え・小学校の建て替え

一般質問

⑧岩澤達弥⑧岩澤達弥議員　Ｐ15（60分）議員　Ｐ15（60分）
・財源確保・財源確保
・成田空港の更なる機能強化・成田空港の更なる機能強化
・議会改革の推進・議会改革の推進

⑦岩内　章⑦岩内　章議員　Ｐ14（57分）議員　Ｐ14（57分）
・町民の健康維持・町民の健康維持
・子育て・子育て
・高谷川治水対策・高谷川治水対策
・町の情報発信・町の情報発信

⑥宮原研吾⑥宮原研吾議員　Ｐ13（50分）議員　Ｐ13（50分）
・人口減少対策・人口減少対策
・役場の建替え・役場の建替え
・騒音地区住民の対策・騒音地区住民の対策
・防災対策・防災対策

　芝山町の様々な課題に対して、提出議案とは関係なく議員個人が　芝山町の様々な課題に対して、提出議案とは関係なく議員個人が
自由に考えを聞くことのできる一般質問。自由に考えを聞くことのできる一般質問。
　６月定例会では８名の議員が登壇し、直面している問題の解決や　６月定例会では８名の議員が登壇し、直面している問題の解決や
町の将来像について、それぞれの視点から質問を投げかけました。町の将来像について、それぞれの視点から質問を投げかけました。
　この原稿は、質問者本人が作成しています。　この原稿は、質問者本人が作成しています。

提
町政の課題に

政策　  言

【一般質問】芝山町議会の場合、質問時間は答弁を含めて60分以内と
されており、一つの項目に関して再質問は２回までとされています。
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【
町
長
】
物
価
上
昇
も
あ
り
金

銭
的
負
担
は
理
解
し
て
い
ま
す

が
、
保
育
所
以
外
の
施
設
へ
通
う
児

童
も
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
平
等
に

負
担
軽
減
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

保
護
者
へ
の
経
済
的
負
担
軽
減
に
つ

い
て
は
、
手
法
を
含
め
調
査
し
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
育
所
で
は
昼
食
後
を
午
睡
の

時
間
に
当
て
て
い
る
。
一
方
、

こ
ど
も
家
庭
審
議
会
「
幼
児
期
ま
で

の
こ
ど
も
の
育
ち
部
会
」
の
資
料
に

「
３
歳
半
に
な
る
と
大
部
分
の
子
供

が
昼
寝
を
し
な
く
な
っ
て
、
５
歳
に

な
る
と
ほ
と
ん
ど
昼
寝
を
し
な
い
と

い
う
の
が
実
情
で
あ
る
」
と
い
う
記

載
が
あ
る
。
午
睡
は
望
む
児
童
だ
け

に
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

【
町
長
】
保
育
所
の
保
育
計
画

の
項
目
で
「
午
睡
は
生
活
リ
ズ

ム
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、

安
心
し
て
眠
る
こ
と
の
で
き
る
環
境

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
在
園
時
間

が
異
な
る
こ
と
や
、
睡
眠
時
間
は
子

供
の
発
達
の
状
況
や
個
人
に
よ
っ
て

差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
律
と
な
ら

な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
」
と
あ
り

ま
す
の
で
、
保
育
所
で
の
実
態
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
午
睡
を
必
要
と
し

て
い
な
い
児
童
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
午
睡
の
時
間
は
保
育
士
の
先

生
の
事
務
仕
事
に
当
て
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
も
午
睡
時
間
は
確
保
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

枚
数
を
連
絡
す
る
た
め
、
氏
名
記
入

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
記
入
を

や
め
て
は
逆
に
保
育
所
の
負
担
と
な

る
の
で
、
今
後
も
保
護
者
に
は
氏
名

の
記
入
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
育
所
に
て
使
用
す
る
全
児
童

の
オ
ム
ツ
代
は
年
額
約
50
万
円

と
な
る
。
氏
名
記
入
を
や
め
、
サ
イ

ズ
分
け
し
た
オ
ム
ツ
を
保
育
所
で
常

備
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
金
銭
的
以

上
に
大
き
な
負
担
軽
減
と
な
る
が
そ

の
考
え
は
な
い
か
。

『一般質問』

保
育
所
で
は
保
護
者
が
一
枚
一

枚
オ
ム
ツ
に
名
前
を
書
い
て
預

け
て
い
る
。
保
育
所
に
よ
っ
て
は

し
っ
か
り
と
し
た
歩
道
や
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
な
い
道
路
を
子
供
１
人
、

２
人
連
れ
て
シ
ー
ツ
や
毛
布
な
ど
の

荷
物
と
と
も
に
オ
ム
ツ
を
抱
え
て
通

園
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
育
所
で
は

オ
ム
ツ
を
児
童
別
に
管
理
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
保
護
者
と
保
育
所
の
負
担

を
軽
減
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

【
町
長
】
昨
年
か
ら
使
用
済
み

オ
ム
ツ
の
持
ち
帰
り
を
な
く
し
、

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
保
護
者
に
オ
ム
ツ
の
使
用

子育て
負担の軽減

佐藤 良太　議員
（眞人）

（所要時間27分）

保
育
所
の
オ
ム
ツ

午
睡
は
望
む
児
童
に

RYOTA  SATO

▲こどもたちが通う保育所
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KOUJI OOKI『一般質問』

大木 浩司　議員
（創芝会）

（所要時間44分）

小
学
校
の
建
て
替
え
目
標
年
次

は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

【
教
育
長
】
現
時
点
で
の
計
画

目
標
年
次
で
す
が
、
令
和
11
年

に
建
物
の
耐
久
性
を
詳
細
に
調
査

し
、
令
和
12
年
に
基
本
設
計
、
令
和

13
年
に
実
施
設
計
、
令
和
14
年
に
建

設
工
事
に
着
手
し
、
築
後
60
年
を
過

ぎ
る
令
和
15
年
の
完
成
を
目
指
し
た

事
業
計
画
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
児
童
数
増
減
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
教
室
数
等
の
規
模
は

ど
の
よ
う
に
決
定
し
て
い
く
の
か
。

【
教
育
長
】
人
口
の
将
来
展
望

は
、
令
和
22
年
時
点
で
人
口

７
５
０
０
人
を
確
保
し
、
令
和
42
年

時
点
で
５
７
０
０
人
と
予
想
さ
れ
、

こ
の
数
字
か
ら
児
童
数
を
算
出
し
ま

す
と
３
０
０
人
弱
と
な
り
ま
す
の
で
、

現
行
の
小
学
校
と
同
規
模
程
度
の
教

室
数
を
想
定
し
て
お
り
ま
す
。

現
時
点
で
、
今
後
10
年
間
の
空

き
家
数
増
減
見
通
し
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
令
和
4
年
度
の
実
態

調
査
で
１
８
４
件
確
認
し
て
お

り
ま
す
が
、
現
状
の
ま
ま
で
は
、
今

後
10
年
間
は
、
増
え
続
け
て
い
く
と

見
通
し
て
い
ま
す
。
令
和
14
年
度
の

空
き
家
数
に
つ
い
て
は
、
令
和
4
年

度
か
ら
2
割
程
度
削
減
し
た
１
４
０

件
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
個
人
の
財
産
利
活
用

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
が
、

民
間
と
連
携
し
て
の
活
用
方
法
な
ど

の
具
体
的
な
考
え
は
あ
る
の
か
。

【
町
長
】
空
き
家
等
対
策
計
画

に
お
い
て
も
、
民
間
事
業
者
と

の
連
携
に
よ
る
取
組
み
、
費
用
対
効

果
も
考
え
な
が
ら
他
市
町
村
の
事
例

調
査
を
行
う
な
ど
、
民
間
と
の
連
携

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

特
定
空
き
家
と
し
て
指
定
さ

れ
、
所
有
者
等
が
取
り
壊
し
等

に
同
意
し
な
い
場
合
、
町
と
し
て
の

対
応
は
。

【
町
長
】
放
置
さ
れ
た
空
き
家

が
周
辺
環
境
に
危
険
を
及
ぼ
す

と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
行
政
代
執

行
法
に
よ
る
戒
告
な
ど
の
手
続
き
を

進
め
、
建
物
除
却
等
の
措
置
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

国
道
２
９
６
号
線
の
４
車
線
化

な
ど
町
と
し
て
千
葉
県
へ
の
働

き
か
け
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
国
道
２
９
６
号
線
の

４
車
線
化
に
つ
い
て
は
、
早
期

供
用
開
始
が
で
き
る
よ
う
、
千
葉
県

町
村
会
や
県
知
事
と
の
意
見
交
換
会

等
を
通
じ
て
、
要
望
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ひ
こ
う
き
の
丘
、
の
り
面
に
階

段
を
取
り
付
け
て
み
て
は
。

【
町
長
】
の
り
面
の
件
に
つ
い

て
は
、
私
も
担
当
者
も
承
知
し

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
何
ら
か
の
対

策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

空
き
家
問
題
に

　
　
　
斬
り
こ
む

空
き
家
の
課
題
は

道
路
改
良
は

ひ
こ
う
き
の
丘
改
修
を

小
学
校
の
建
て
替
え
時
期
は▲ひこうきの丘の景観改善を
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【
担
当
課
長
】
該
当
道
路
の
維

持
管
理
者
は
町
に
な
り
ま
す
が
、

地
盤
沈
下
等
が
起
こ
ら
な
い
様
に
き

ち
ん
と
し
た
設
計
、
施
工
を
し
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
広
域
的
役
割
の
道

路
で
あ
れ
ば
千
葉
県
と
も
協
議
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

圏
央
道
や
成
田
空
港
第
三
滑
走

路
な
ど
の
建
設
に
伴
う
町
道
の

付
け
替
え
工
事
や
廃
道
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
協
議
は
適
正
に
な
さ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
場
合
の

地
域
住
民
へ
の
周
知
は
ど
の
様
に
し

て
い
る
か
。

【
担
当
課
長
】
関
係
機
関
と
協

議
は
適
正
に
な
さ
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、
実
際
に
道

路
が
出
来
上
が
っ
て
み
る
と
想
定
し

て
い
た
も
の
よ
り
危
険
な
道
路
と

な
っ
て
し
ま
う
事
例
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
様
な
場
合
は
関
係
機
関
と
再
度

協
議
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
皆
様
方
に
は
事
業
主

体
者
が
説
明
会
を
開
き
そ
の
場
に
町

も
同
席
し
丁
寧
に
説
明
を
し
て
ご
理

解
頂
け
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

要
望
書
や
陳
状
書
が
町
に
提
出

さ
れ
た
場
合
の
対
応
は
適
正
に

な
さ
れ
て
い
る
か
。

【
町
長
】
す
ぐ
出
来
る
案
件
は

実
行
し
、
調
査
研
究
な
ど
で
す

ぐ
に
は
出
来
な
い
案
件
に
は
お
時
間

を
頂
く
場
合
も
有
り
ま
す
。
ど
の
案

件
で
も
１
ヶ
月
程
度
で
代
表
者
に
回

答
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

町
職
員
に
町
内
居
住
者
手
当
支

給
を
新
設
し
て
み
て
は
。

【
町
長
】
町
職
員
に
は
幾
つ
か

の
手
当
が
有
り
、
人
事
院
か
ら

も
勧
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
そ
う

し
た
観
点
か
ら
も
す
ぐ
に
導
入
と
は

い
き
ま
せ
ん
が
、
危
機
管
理
上
か
ら

も
検
討
す
る
余
地
は
有
る
と
思
い
ま

す
。

り
ま
す
が
、
限
り
あ
る
財
源
の
中
、

優
先
順
位
を
精
査
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
番
大
事
な
の
は
地
権
者

の
方
の
ご
理
解
を
頂
く
こ
と
で
す
。

そ
う
し
た
問
題
を
ク
リ
ア
し
た
上
で

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
ん
で
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

機
能
強
化
補
償
道
路
０
２
―

０
２
９
号
線
高
谷
川
沿
線
道
路

の
完
成
後
、
軟
弱
地
盤
等
で
維
持
費

拡
大
が
見
込
ま
れ
る
道
路
を
ど
こ
が

維
持
管
理
者
と
な
る
か
。

『一般質問』

八代 正義　議員
（創芝会）

（所要時間43分）

町
道
０
２
‒
０
０
６
号
線
川
津

場
地
先
（
ス
ー
パ
ー
セ
イ
ミ
ヤ

か
ら
金
森
興
業
区
間
）
一
部
幅
員
減

少
区
間
解
消
の
目
処
は
。

【
町
長
】
当
該
道
路
で
す
が
、

令
和
５
年
度
に
警
察
協
議
が
終

了
し
、
今
年
度
修
正
設
計
を
行
い
な

が
ら
地
権
者
の
方
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
頂
き
、
早
期
の
幅
員
減
少
区
間

解
消
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

町
道
０
２
‒
０
０
５
号
線
谷
平

野
地
先
（
や
す
ら
ぎ
の
里
か
ら

サ
テ
ラ
イ
ト
成
田
区
間
）
一
部
幅
員

減
少
区
間
解
消
及
び
道
路
直
線
化
が

出
来
な
い
も
の
か
。

【
町
長
】
該
当
道
路
は
大
変
重

要
な
基
幹
道
路
と
認
識
し
て
お

道路は
町民の財産

道
路
問
題
は

町
道
の
付
け
替
え
工
事
や

廃
道
は

地
域
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要

望
書
や
陳
情
書
の
扱
い
は

MASAYOSHI YASHIRO

▲拡幅が求められる町道
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岩澤 勝則　議員
（緑の会）

（所要時間32分）

『一般質問』

今
回
の
組
織
再
編
で
は
、総
合

的
な
窓
口
の
設
置
は
さ
れ
な
い

が
、い
つ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
設
置
を
考

え
て
い
る
の
か
。　

【
町
長
】総
合
的
な
窓
口
の
設
置

に
つ
き
ま
し
て
は
、現
在
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
向
け
、本

年
10
月
よ
り
実
施
す
る
子
育
て
教
育

部
門
の
一
体
化
に
よ
り
、子
ど
も
子
育

て
に
関
す
る
相
談
窓
口
と
し
て
教
育

委
員
会
、こ
ど
も
教
育
課
に
相
談
支

援
係
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、保
健

セ
ン
タ
ー
内
に
こ
ど
も
保
健
課
を
新

設
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

今
後
の
議
会
力
ア
ッ
プ
に
は
議

会
事
務
局
員
増
を
考
え
て
も
ら

い
た
い
と
思
う
。
将
来
的
に
は
、
Ｏ

ｐ
e
ｎ 

AI
総
合
窓
口
を
考
え
、
是

非
、
議
会
事
務
局
の
３
人
体
制
を
築

い
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
が
、
AI
に

よ
る
総
合
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
お
考
え
か
。

【
町
長
】
AI
は
今
後
主
流
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
DX

に
関
し
て
、
役
場
内
で
様
々
な
角
度

か
ら
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

議
会
事
務
局
の
職
員
定
数
に
つ
い
て

は
、
議
会
と
し
て
こ
う
い
っ
た
業
務

増
が
あ
り
、
そ
の
辺
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

し
っ
か
り
示
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
と
き

に
必
要
で
あ
れ
ば
考
え
て
い
き
ま
す
。

（
仮
称
）
ヒ
ス
ト
リ
ー
パ
ー
ク

構
想
に
芝
山
公
園
の
再
整
備
を

含
め
て
考
え
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
芝
山
公
園
周
辺
に
は

芝
山
仁
王
尊
、
芝
山
古
墳
・
は

に
わ
博
物
館
や
旧
藪
家
住
宅
な
ど
歴

史
文
化
遺
産
や
自
然
が
豊
富
に
所
在

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
殿
塚
・

姫
塚
古
墳
出
土
埴
輪
が
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
る
の
を
契
機
に
、

こ
れ
ら
を
一
体
的
に
保
存
活
用
し
て

ま
ち
づ
く
り
や
観
光
交
流
の
拠
点
と

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
こ
の
エ
リ
ア
を
ヒ
ス
ト

リ
ー
パ
ー
ク
し
ば
や
ま
と
称
し
て
、

本
年
4
月
か
ら
関
係
者
が
集
ま
り
、

情
報
共
有
や
意
見
交
換
を
始
め
た
と

こ
ろ
で
す
。 

　

な
お
、
芝
山
公
園
の
再
整
備
は
町

の
魅
力
向
上
に
資
す
る
事
業
で
あ

り
、
ヒ
ス
ト
リ
ー
パ
ー
ク
し
ば
や
ま

へ
の
位
置
づ
け
等
も
含
め
て
、
将
来

的
に
は
考
え
て
い
く
べ
き
も
の
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

施
政
方
針
を
問
う

KATSUNORI IWASAWA

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

の
進
捗
は

ヒ
ス
ト
リ
ー
パ
ー
ク
構
想
は

▲芝山古墳・はにわ博物館▲旧藪家住宅
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【
町
長
】
確
か
に
、
観
光
客
だ

け
で
な
く
地
元
の
方
が
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
め
る
よ
う
な
健
康
増

進
の
場
と
し
て
も
活
用
で
き
る
の
で

申
し
入
れ
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

航
空
科
学
博
物
館
の
物
販
売
り

場
で
は
地
元
の
し
ば
っ
こ
く
ん

グ
ッ
ズ
が
少
な
く
、
チ
ー
バ
君
や
う

な
り
く
ん
と
比
べ
る
と
目
立
た
な

い
。
お
土
産
品
を
選
ぶ
楽
し
み
も
観

光
の
要
素
と
し
て
重
要
だ
と
思
う

が
。

【
町
長
】
し
ば
っ
こ
く
ん
グ
ッ

ズ
は
現
在
観
光
協
会
に
開
発
・

製
作
を
依
頼
し
て
お
り
、
間
も
な
く

ぬ
い
ぐ
る
み
と
ネ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ッ
プ

が
販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

『一般質問』

坂井 慶子　議員
（創芝会）

（所要時間59分）

KEIKO SAKAI

観
光
施
策
全
般
に
お
い
て
町
の

特
徴
を
活
か
し
た
「
メ
イ
ン

テ
ー
マ
」
を
打
ち
出
す
べ
き
で
は
。

【
町
長
】
町
の
観
光
施
策
の
メ

イ
ン
テ
ー
マ
は
、
第
5
次
総
合

計
画
に
も
掲
げ
る
通
り
、
「
芝
山
町

の
魅
力
を
発
見
・
発
信
す
る
観
光
の

振
興
」
で
す
。
町
に
は
大
迫
力
の
航

空
機
を
全
身
で
体
感
で
き
る
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
古
代
か
ら
の
歴
史
に
触
れ

ら
れ
る
環
境
、
豊
か
な
自
然
、
新
鮮

な
地
元
産
品
な
ど
、
観
光
に
活
か
せ

る
素
材
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

し
ば
っ
こ
く
ん
グ
ッ
ズ　

　
　
　
も
っ
と
増
や
し
て

昨
年
立
ち
上
が
っ
た
ス
カ
イ

パ
ー
ク
連
絡
協
議
会
の
活
動
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

【
町
長
】
観
光
協
会
と
協
同
の

夏
祭
り
や
マ
ラ
ソ
ン
の
開
催
な

ど
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
後
さ
ら
に
会
員
同
士
の
情
報

共
有
や
※
１
相
互
PR
の
活
動
を
活
発

化
す
る
計
画
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
町
政
要
覧
に
も
「
町
の
主

な
施
設
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て

い
る
、
「
芝
山
水
辺
の
里
」
、
※
２

「
グ
リ
ー
ン
ポ
ー
ト　
エ
コ
・
ア
グ

リ
パ
ー
ク
」
、
「
朝
倉
や
す
ら
ぎ
の

杜
」
は
10
年
間
HP
が
更
新
さ
れ
て
お

ら
ず
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
内
容
と
現

実
の
状
況
が
か
け
離
れ
て
い
る
。
町

内
外
の
人
に
と
っ
て
も
っ
と
行
き
た

く
な
る
よ
う
な
場
所
に
整
備
す
る
よ

う
、
町
か
ら
Ｎ
Ａ
Ａ
に
強
く
働
き
か

け
る
べ
き
で
は
。

町
が
「
推
す
」
観
光
と
は

観光施策の
さらなる
充実と強化

殿
塚
・
姫
塚
古
墳
か
ら
出
土
し

た
48
点
の
埴
輪
が
国
の
重
要
文

化
財
と
な
る
予
定
だ
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
観
光
に
活
か
す
の
か
。

【
町
長
】
は
に
わ
博
物
館
で
は
、

埴
輪
の
重
要
文
化
財
指
定
を
周

知
す
る
横
断
幕
、
の
ぼ
り
、
ポ
ス

タ
ー
な
ど
作
成
す
る
と
と
も
に
、
埴

輪
を
含
め
た
芝
山
公
園
周
辺
の
文
化

財
を
周
遊
す
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
な
ど

「
（
仮
称
）
ヒ
ス
ト
リ
ー
パ
ー
ク
し

ば
や
ま
」
を
PR
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
展

開
し
ま
す
。
ま
た
今
年
の
は
に
わ
祭

で
も
記
念
の
PR
活
動
を
実
行
委
員
会

で
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲知るほどに奥深さが感じられる芝山の埴輪。
　観光や教育振興にしっかり繋げていきたい

ス
カ
イ
パ
ー
ク
を
さ
ら
に

楽
し
い
場
所
に

埴
輪
の
重
要
文
化
財

　
　
　
　
　
町
の
誇
り
に

【※1相互PR活動】R6年度は「芝山夏祭り２０２４」の
運営協働、JR東日本主催の「駅からハイキング」をス
カイパークエリアで開催し、連絡協議会による「おもて
なし事業」を実施する予定

【※2グリーンポート　エコ・アグリパーク】NAAのHPでは「かつての里山を復活させることを目的」とし、「子
どもたちや一般の人々が自然環境や農業・林業等の体験を通し、学べるプログラムを用意し、楽しむこと
の出来るパークを目指す」と記載されている
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今
後
10
年
程
度
は
拠
点
整
備
事
業
や

教
育
・
子
育
て
事
業
な
ど
大
規
模
な

事
業
を
優
先
す
る
た
め
、
財
源
確
保

の
点
か
ら
一
定
の
期
間
を
要
し
ま
す
。

そ
の
間
、
新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
の

課
題
の
整
理
や
機
能
、
規
模
等
の
検

討
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

騒
音
区
域
住
民
に
対
し
て
の
対

策
の
充
実
や
新
た
な
対
策
は
考

え
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
騒
音
区
域
内
住
民
に

対
し
防
音
工
事
、
空
調
機
維
持

費
、
固
定
資
産
税
補
助
に
加
え
、
寝

室
の
内
窓
設
置
や
壁
天
井
へ
の
補
完

工
事
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
き
て
い

ま
す
。
本
年
４
月
に
は
物
価
上
昇
に

対
し
て
の
防
音
工
事
限
度
額
の
引
上

げ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
改
善

充
実
さ
れ
た
対
策
を
し
っ
か
り
と
実

施
し
て
も
ら
う
こ
と
に
注
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

騒
音
移
転
な
ど
過
疎
化
す
る
地

区
に
対
し
て
の
行
政
の
対
応
は
。

【
町
長
】
地
域
と
行
政
の
対
話

の
活
性
化
に
よ
り
、
地
域
の
孤

立
を
防
い
で
い
け
る
よ
う
課
題
と
向

き
合
い
、
今
後
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
維

持
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

騒
音
移
転
対
象
者
の
中
に
は
、

移
転
補
償
費
だ
け
で
は
移
転
で

き
な
い
と
い
う
声
を
聞
く
が
、
行
政

の
対
応
は
。

【
町
長
】
移
転
補
償
費
だ
け
で

は
移
転
で
き
な
い
と
い
う
ご
意

見
は
町
と
し
て
真
摯
に
受
け
止
め
、

空
港
会
社
に
し
っ
か
り
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
町
長
】
役
場
職
員
で
構
成
さ

れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
に
所

属
し
、
ま
ず
は
町
の
魅
力
の
PR
の
発

信
と
将
来
に
つ
な
が
る
情
報
の
収
集

な
ど
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。役

場
は
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

が
今
後
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て

い
く
の
か
。

【
町
長
】
役
場
本
庁
舎
の
建
て

替
え
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
は
、

芝
山
町
の
強
み
を
生
か
し
た
魅

力
あ
る
街
づ
く
り
を
ど
の
よ
う

に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

【
町
長
】
芝
山
町
は
歴
史
文
化

遺
産
が
豊
富
な
自
然
環
境
に
加

え
成
田
空
港
に
隣
接
し
高
い
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
有
し
た
町
で
、
今
後
空
港

機
能
強
化
と
新
し
い
成
田
空
港
構
想

な
ど
に
よ
り
、
空
港
と
一
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
お
こ
し
政
策
と
し
て
上

下
水
道
、
道
路
等
の
生
活
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
加
え
、
三
つ
の
住
宅
拠
点
整

備
と
言
っ
た
大
規
模
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

町
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
方
法

は
。

人
口
減
少
の
解
消
に
向
け

た
対
策
を

宮原 研吾　議員
（創芝会）

（所要時間50分）

『一般質問』

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と

騒
音
対
策

KENGO  MIYAHARA

役
場
の
建
て
替
え

騒
音
区
域
住
民
対
策

▲頭上を飛ぶ航空機
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以
前
一
般
質
問
の
中
で
情
報
発

信
の
多
様
化
に
つ
い
て
取
り
上

げ
た
際
に
、
当
時
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
非

常
に
有
効
な
情
報
発
信
方
法
の
一
つ

と
町
長
か
ら
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
現

在
の
X
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
の
情
報

発
信
力
が
少
し
弱
い
よ
う
に
感
じ
る
。

情
報
発
信
の
多
様
化
の
面
で
新
た
な

方
法
を
取
り
入
れ
る
考
え
は
あ
る
か
。

【
町
長
】
現
在
町
で
は
、
比
較

的
対
象
年
齢
層
が
広
く
て
文
字

数
制
限
も
な
く
、
情
報
が
伝
え
ら
れ
、

写
真
や
動
画
で
直
感
的
に
町
の
魅
力

を
伝
え
ら
れ
る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に

注
力
し
て
お
り
、
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ

タ
ー
）
に
つ
い
て
も
、
有
効
な
情
報

発
信
手
法
で
す
の
で
、
新
た
な
情
報

発
信
方
法
と
と
も
に
、
効
果
的
な
活

用
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

高
谷
川
の
改
修
を
県
に
要
望
を

し
て
い
る
中
で
、
以
前
の
質
問

の
際
、
町
長
か
ら
早
急
な
治
水
対
策

を
要
望
す
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
、
千
葉
県
か
ら
ど
の
よ
う
な

回
答
を
得
て
い
る
か
。

【
町
長
】
千
葉
県
の
事
業
と
し

て
、
高
谷
川
の
樹
木
の
伐
採
や

堆
積
土
の
撤
去
が
今
年
度
計
画
さ
れ

て
い
る
と
の
回
答
を
頂
い
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
、
空
港
会
社
で
は
、
空
港

区
域
拡
張
エ
リ
ア
の
沈
砂
池
４
か
所

の
整
備
を
現
在
進
め
て
い
ま
す
。

ば
仕
事
の
合
間
で
の
利
用
や
夜
間
の

利
用
は
可
能
と
な
り
、
多
様
化
し
て

い
る
ニ
ー
ズ
が
解
消
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
今
後
の
事
業
の
参
考

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
お
む
つ
を
必
要
と
し
て

い
る
方
で
、
高
齢
者
な
ど
に
は

紙
お
む
つ
券
の
支
援
は
あ
る
が
、
お

む
つ
の
必
要
な
乳
幼
児
に
は
支
援
が

無
い
。
お
む
つ
券
を
乳
幼
児
に
も
平

等
に
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
町
と
し
て
は
、
子
育

て
し
や
す
い
環
境
と
し
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

お
む
つ
券
の
手
法
を
含
め
て
調
査
、

研
究
し
、
保
護
者
の
方
へ
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

『一般質問』

岩内 章　議員
（創芝会）

（所要時間57分）

生
活
習
慣
病
な
ど
の
予
防
の
観

点
か
ら
町
で
は
、
健
康
づ
く
り

教
室
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
さ
ら
な
る
健
康
増
進
や
現
代
の

多
様
な
働
き
方
へ
の
対
応
、
住
民
の

利
便
性
を
図
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
を
活
用
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

【
町
長
】
町
の
健
康
増
進
事
業

と
し
て
、
民
間
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム

を
活
用
す
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
が
、
活
用
が
で
き
れ

一歩ずつ、
利便性の向上へ

AKIRA IWAUCHI

町
民
の
健
康
維
持
は

乳
幼
児
に
も
お
む
つ
券
を

早
急
な
治
水
対
策
を

情
報
発
信
の
更
な
る
強
化
を

▲豪雨により冠水する高谷川付近の田んぼ
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岩澤 達弥　議員
（緑の会）

（所要時間60分）

『一般質問』

財
源
は
あ
る
は
ず

TATSUYA IWASAWA

主
要
町
税
（
町
民
税
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
）
の
当
初

予
算
額
に
見
積
も
っ
た
調
定
額
と
実

際
に
課
税
し
た
調
定
額
に
は
相
当
な

乖
離
が
あ
る
と
予
想
す
る
が
、
増
額

補
正
で
き
る
予
算
は
い
く
ら
か
。

【
町
長
】
合
計
で
７
７
９
０
万

円
で
す
。

空
港
か
ら
の
周
辺
対
策
交
付
金

は
50
万
回
化
を
想
定
し
た
先
払

い
方
式
だ
が
、
固
定
資
産
税
に
つ
い

て
も
供
用
開
始
を
前
提
と
し
た
評
価

に
基
づ
き
課
税
で
き
な
い
か
。ま
た
、

１
反
歩
当
た
り
１
０
０
０
円
の
農
地

が
30
万
円
の
雑
種
地
に
な
る
は
ず
。

課
税
権
者
の
権
限
で
課
税
す
べ
き
と

思
う
が
。

【
町
長
】
担
当
者
と
相
談
し
判

断
し
ま
す
。

昨
年
度
３
月
補
正
で
固
定
資
産

税
の
収
納
額
が
伸
び
、
約
２
０

０
０
万
円
の
増
額
補
正
が
あ
っ
た

財
源
確
保
は

が
、
今
年
度
は
２
５
０
０
万
円
程
度

伸
び
る
の
で
は
な
い
か
。

【
町
民
税
務
課
長
】
今
年
度
も

３
月
に
補
正
で
き
る
と
見
て
い

ま
す
。合

計
１
億
円
を
超
え
る
額
が
増

額
補
正
さ
れ
る
。
基
金
に
積
み

立
て
る
の
で
は
な
く
町
長
の
選
挙
公

約
に
あ
る
よ
う
に
、
空
調
機
補
助
、

固
定
資
産
税
補
助
の
増
額
に
充
て
る

べ
き
と
思
う
が
。

【
町
長
】
町
民
の
方
へ
の
還
元

は
考
え
て
い
ま
す
。
タ
イ
ミ
ン

グ
と
判
断
、
少
し
時
間
を
下
さ
い
。

Ｃ
滑
走
路
は
呼
び
づ
ら
い
の
で

今
後
私
は
「
芝
山
滑
走
路
」
と

通
称
呼
び
ま
す
。
空
港
敷
地
内
は
、

新
し
い
成
田
空
港
構
想
な
ど
議
論
さ

れ
進
ん
で
い
る
が
、
敷
地
外
の
社
有

地
も
所
有
者
責
任
で
利
用
す
る
方
策

を
出
す
よ
う
強
く
要
望
し
て
も
ら
い

た
い
が
。

【
町
長
】
地
域
振
興
に
資
す
る

事
業
へ
の
積
極
的
な
活
用
等
も

図
る
べ
き
と
次
の
四
者
協
議
会
で
発

言
し
ま
す
。し
っ
か
り
対
応
し
ま
す
。

議
会
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ

ン
が
必
要
な
時
期
に
き
て
い

る
。
情
報
管
理
等
プ
ロ
の
職
員
の
指

導
を
仰
ぎ
た
い
が
。

【
町
長
】
デ
ジ
タ
ル
化
は
進
め

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
積
極

的
に
協
力
い
た
し
ま
す
。

今
期
、
芝
山
町
議
会
は
変
わ
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
は
人
が
必
要
。

知
識
と
経
験
、
更
に
は
権
限
も
持
っ

て
い
る
副
町
長
に
、
議
会
改
革
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
依
頼
で
き
な
い
か
。

【
副
町
長
】
議
会
改
革
の
中
で

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
協
力
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

空
港
機
能
強
化
は

議
会
改
革
推
進

▲建設中の倉庫

▲求められるデジタル化
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梅
雨
が
短
く
、
以
前
の
梅
雨
と
は
違
い
、
亜
熱
帯

気
候
の
よ
う
な
ス
コ
ー
ル
。
そ
し
て
線
状
降
水
帯
、

ま
た
温
暖
化
の
影
響
で
40
℃
を
超
え
る
日
が
出
て
き

て
お
り
ま
す
。
世
界
各
地
で
起
き
て
い
る
豪
雨
や
干

ば
つ
、
熱
波
な
ど
、
ま
る
で
地
球
に
叱
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
気
候
の
激
し
さ
を
思

い
知
ら
さ
れ
る
夏
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
で
は
皆
さ

ん
に
見
て
い
た
だ
け
る
、よ
り
良
い
「
議
会
だ
よ
り
」

を
目
指
し
て
見
直
し
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
見
や
す

い
、
読
み
や
す
い
、
そ
し
て
分
か
り
や
す
い
を
モ
ッ

ト
ー
に
編
集
委
員
は
、
日
々
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。

７
月
に
は
市
町
村
広
報
研
究
会
に
参
加
し
、
学
ん
で

き
ま
し
た
。

　
議
会
の
傍
聴
者
は
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
議
会
だ

よ
り
を
通
し
て
皆
様
に
議
会
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】

　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長　
　
大
木　
浩
司

　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長　
佐
藤　
良
太

　
　
　
　
　
　
　
　
委　
　
員　
岩
内　
　
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
澤　
勝
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
原　
研
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
代　
正
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川　
真
悟

　
令
和
７
年
１
月
21
日
㈫
、
芝
山
町
で
は
初
と
な

る
「
女
性
模
擬
議
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
模

擬
議
会
と
は
、
女
性
の
皆
様
が
日
ご
ろ
か
ら
町
に

対
し
て
感
じ
て
い
る
事
や
要
望
な
ど
、
率
直
な
ご

意
見
を
実
際
の
議
場
で
質
問
を
投
げ
か
け
、
町
の

執
行
部
よ
り
答
弁
を
も
ら
う
も
の
で
す
。

　
「
一
日
女
性
議
員
」
と
し
て
芝
山
町
議
会
の
お

仕
事
の
一
部
を
体
験
で
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
次
号
で
改
め
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

芝山町議会初の試み
「
一
日
女
性
議
員
」に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

Information
令和６年第3回芝山町議会
定例会のお知らせ
９月12日
27日

開催予定。
議会は、どなたでも傍聴できます。
私たちに一番身近な政治を感じて
みませんか。

編
集
後
記

㈭から
㈮


